
健康問題だけじゃない！タバコは地球規模の問題 

 

タバコは個人の健康問題以外にも、食料問題・環境問題・児童労働問題につながっていることをご存知です

か。日本は食べるものには困らないほど食糧に溢れていますが、少し視点を広げれば、世界では人口増加、戦

争・紛争、気候変動のために、深刻な食糧不足に見舞われている国も少なくありません。 

 

 

 

2023年のWHO世界禁煙デーのテーマ： 

「 We need food, not tobacco 何よりも欲しい物、それはタバコでなく、食べ物です」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葉タバコの生産は、世界の食糧不足に拍車をかけている 

 



 

紙巻きタバコ製造のために伐採される木材 6 億本 

○毎年、世界で 350万ヘクタール(約東京ドーム 70万個の面積)の農地が葉タバコ耕作地に  

転換されています。 

○葉タバコ加工のために毎年 20万ヘクタール(東京都とほぼ同じ面積)の森林が乾燥用燃料と 

して伐採されています。 

 

葉タバコ耕作農地は砂漠化しやすい 

○葉タバコ栽培では、膨大な肥料と殺虫剤が投入されるため、土壌の劣化が激しく起こります。 

 

その結果、葉タバコ栽培農地の土は、食料生産性が低い土となり、砂漠化しやすく、エコシステムに悪影響をもたらす。 

 

葉タバコ栽培業者の 9 割は低中所得国 

○葉タバコ栽培は短期的に利益をもたらしますが、持続的な食糧生産を阻害します。 

○低中所得国の 4割は、食料不足が深刻な国々の業者です。 

 

 

 

 

食糧生産以外にも、環境にとっても有害 

 ○タバコ製品の製造と消費で発生する二酸化炭素 8400 万トン（1064万トン） 

 ○タバコ製品の製造のために消費される水 220 億リットル 

 

タバコ産業が地球環境にもたらす有害影響はとても大きく、すでに枯渇しつつある資源とエコシス

テムに不必要な負荷をもたらしているのです。 

 

健保保健師からのひとこと 

タバコという商品を手に取る時、世界の大きな問題につながっていることを思い出してみてください。 

タバコ製品の使用を止めることで、間接的に食糧不足や地球環境を守ることにつながります。ひと

りひとりの選択が、世界の誰かを救うことができる可能性を秘めているのです。 

 

 

＜参照＞ 

日本呼吸器学会：世界禁煙デーにあたって    WHO：World No Tobacco Day 2023、 World No Tobacco Day 2022   

日本禁煙学会：2023年 世界ノータバコデー 

もし、これらの国々の葉タバコ用の農地が食料生産に転換されたら、「SDGｓ目標の 2 番目＝飢餓ゼロ」を

達成するうえで重要な貢献ができます！ 

 


